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Abstract 
A benc¥ing vibration technique was usec¥ to c¥etermine the Young's moc¥ulus anc¥ Q-1 of 
a series of polycrystalline graphite at room temperatures. The structure of matrix materials 
anc¥ pores was examinec¥ by using X司rayc¥i妊ractumetry，phutumicrography， anc¥ electron micro-
scopy. The porosity of graphite was measurec¥ by a pycnometer methoc¥. An appar巴ntlinear 
correlation between the Y oung's moc¥ulus anc¥ the porosity was recugnizec¥. Precise calculations 























EK27長十(沼)k百tax4-十ρ3t2 二 O (1 ) 
びはたわみ， 1<は断面二次半径， ρは密度である。第二項の γEは粘性率に対応する係数で4)，
粘性抵抗は引張りまたは圧縮のひずみ速度に比例するものと考える。この項が減衰項である。
解を y=Y(x) T(t)とおいて (1)式に代入すれば Tの側に減表振動


















? ????? ??? (3 ) 
で，lnは振動儀式による定数，1 は試料の長さである。このときは)の解は
γ= Y(x)e-at cos (イ京工~2- t十ヂ) (4) 
となる。これが観測される減衰振動である。勿論振動の条件 (J}>α2は充されている o 0:2/ω2は
この実験の試料では 10-6程度の小さな値をとるので，観測他イ示ごpー を ωに等しいとおけ
ば，(3)式より直ちに Eを求めることができる。いま角棒の厚さを μ とおけば，
48π214 〆 3
E = -~~τ"zf吋 (5 ) mτ(lー ν
である。 fは共振周波数 1況は両端自由の場合，基本振動で 4.730，倍振動では 7.853，10.996， 
ーの値をもっ定数である。





第一項の移動エネルギ-Kに等しいと考えてよい。 この Kには振幅 Y(x)catの2乗がふく
まれている。 ゆえに Kが極大になる時刻とそれから 1周期 T=加/ω の後の時刻の運動エネル
ギーをそれぞれKi'K包十1とすれば，L1WjWfi， 
L1W K各-Kiト1 e-2al_e-2a(t+，) " ，(:α¥ 一一一=一一ー ニ ー ご 2ατ:::21一一一i三 2AW Ki e-2al - ~~. - ~\υ/ ( 7) 
となる。ここに Aは対数減衰率である。この実験では aTは 5x10-3程度で一応 αT<S:lとみら












n Yl Y2 YN Yl 
ゆえに Q-lは，
つ~ log n 
'ー
ハ N
Q12log fl 一一πN 
( 9) 
(10) 


























単に気孔の総体積りと試料のみかけの体積 V との比 P(~引をパラメータにする場合も多い。
このような場合には気孔率 Pと材料の性質との相関をしらベた方がより簡単な関係がえられ
るからである。いま試料の真比重を Do，みかけ比重を D とすれば，Pは
(51) 
52 松本昭彦





























































L^(nn~\ = "" K}. n ~ ~~ 
行(凹2) 予両面()- s'・
図 3 試料A， 図 4 試料E，
図 5 E気孔(電顕写H X75(0) 
5:3 
(12) 
ここに Oは回折角， ハヱ CllK.α線の波長(1.5418A)， 1ζは1.0の値をもっ定数， 戸は戸(ラジ
アン)を度数であらわした値で、ある。 l凶刻一7の試料でで、は，L，ぞ♂榊凶






とともに COは減少し上記のような値に近づいてゆく。 図 7の黒鉛では 2例が 6.78A，他は
6.75Aであった。 これを Warrenの考え方8)に従って， 網面が規則的な六方品系の積み重な
り方をしている確率すなわち Warrenの Pl値を計算してみると COが 6.75Aの場合 0.72と
なった。
成形の際にたとえば圧縮によって結晶子の c軸が選択的に庄縮方向に配向するとし、う事実
が知られている。 このために製品に呉方性が生ずる。 この異方性を表示するには Bacon9)，
Guentert10)などの方法があるが， ここで、は先に述べた互いに直角な二つの表面にあてた X線
の回折図形の (002)積分強度の比をしらベた。加圧面とその側面との (002)積分強度をそれぞ







た。 俸の中点の上下振幅はたかだか O目1μ， ゆえに棒の各点におけるひずみ振幅の最大値は中
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図-10
(56) 
人造黒鉛の動ャ γグ率に士、fする気孔率効果 57 
定数とみなせる場合には，初めの式は Eに対する最も簡単な 1次式である。実際に図 10の直
線はE，Pの関係を明確に示している。また図-7の点の配置も何らかの直線上にのるようにみ
える。しかし，この 1次式は矛盾をふくむ。んは h<lとはなりえない。またん=1の場合も除







u 1一(A+1)P (13) 
で示される。式の中の Aは定数でE。とともに実験結果から計算で求められる。すなわち，
[~"l ~ [::(;~PJ Z P611fh11 一一一一・ . ，一 -Ei(l-Pi) I 1"-' Ei I 2RiiFR| 一一一一 … ー(1-Pi)2 J l""' 1-P，J (14) 




















































1) 実験に供された試料の動ヤング率は 2-15x1010 dyn/cm2の範囲にあり， この値は黒
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